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旧
対
馬
藩
主
宗
家
に
伝
来
す
る
藩
政
記
録
と
和
漢
籍
類
の
多
く
は
、
現
在
、
長
崎
県
厳
原
町
の
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

に
「
宗
家
文
庫
」
の
名
で
寄
託
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
同
文
庫
所
在
の
漢
籍
中
に
一
五
八
点
八
〇
四
冊
に

も
お
よ
ぶ
大
量
の
朝
鮮
本
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
朝
鮮
本
は
、
岡
村
繁
を
代
表
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対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

九
六

と
す
る
九
州
人
学
文
学
部
の
調
査
団
が
．
九
七
七
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
実
施
し
た
同
文
庫
の
漢
籍
調
査
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
富
山
大
学
の
藤
本
幸
夫
は
、
同
文
庫
の
朝
鮮
本
の
特
徴
と
し
て
、
①
現
存
す
る
朝
鮮
本
は
天
和
一
、
一
年
（
．

六
八
二
）
の
宗
家
蔵
書
目
録
（
同
文
庫
所
在
）
の
記
載
と
比
べ
て
か
な
り
減
少
し
て
い
る
、
②
宗
家
が
朝
鮮
本
を
介
し
て
江
戸
官
学

界
と
交
渉
を
も
っ
て
い
た
、
③
現
存
本
は
十
七
世
紀
後
半
の
刊
本
が
大
半
を
占
め
、
十
八
世
紀
刊
本
が
こ
れ
に
次
ぐ
が
、
『
放
事
撮

要
」
や
「
訓
蒙
字
会
』
な
ど
十
六
世
紀
後
半
や
レ
七
世
紀
前
半
の
刊
本
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
、
④
康
煕
十
五
年
（
粛
宗
一
。
、

一
六
七
六
）
の
刊
記
を
も
つ
活
字
本
『
捷
解
新
語
』
が
ソ
ウ
ル
人
学
校
全
章
閣
所
蔵
本
と
著
し
い
一
致
を
み
せ
て
い
る
、
な
ど
の
点

　
　
　
（
3
）

を
指
摘
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
宗
家
文
庫
に
は
、
藤
本
が
二
．
口
達
し
な
か
っ
た
朝
鮮
本
の
な
か
に
も
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
陣
法
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
『
陣
法
』
は
朝
鮮
初
期
の
成
宗
一
．
士
、
一
年
（
一
四
九
一
．
）
に

成
立
し
た
官
撰
の
陣
書
で
あ
る
が
、
宗
家
文
庫
の
そ
れ
は
、
張
a
面
（
以
ド
、
「
一
a
」
の
ご
と
く
略
す
）
の
椎
内
右
上
に
「
宣
賜
之

記
」
の
方
形
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
内
賜
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
国
本
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
国
王
か
ら
臣
ド
に
ド
賜

さ
れ
た
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
』
は
現
存
す
る
同
文
庫
の
朝
鮮
本
中
で
は
唯
一
の
内
広
本
で
あ
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

点
で
な
に
よ
り
も
注
目
に
値
す
る
。

　
朝
鮮
時
代
の
内
貸
本
は
、
表
紙
見
返
し
に
そ
の
書
物
が
賜
給
さ
れ
る
人
物
の
姓
名
と
賜
給
年
月
日
、
内
賜
を
担
当
し
た
承
旨
の
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

名
と
手
決
が
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ
れ
を
内
賜
記
と
い
う
。
朝
鮮
の
刊
本
は
刊
記
を
欠
く
場
合
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
刊
行

年
代
を
推
定
す
る
の
に
多
人
の
困
難
を
と
も
な
う
。
そ
の
点
、
内
賜
記
を
有
す
る
内
南
本
は
刊
行
年
を
特
定
で
き
る
数
少
な
い
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
あ
り
、
朝
鮮
の
出
版
文
化
史
研
究
に
と
っ
て
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
』
は
、

同
文
庫
中
の
他
の
朝
鮮
本
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
日
本
将
来
後
に
改
装
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
内
庫
記
は
欠
落
し
、
田



行
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
『
無
法
』
の
概
要
と
そ
の
成
立
・
刊
行
の
経
緯
、
お
よ
び
日
本
・
韓
国
に
お
け
る
同
書
の
現
存
状
況
等
を
概
観
し
、
あ

わ
せ
て
現
存
諸
本
に
対
す
る
書
誌
学
的
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
刊
行
年
の
推
定
を
も
含

め
て
宗
家
文
庫
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
提
示
し
た
い
。
も
っ
と
も
、
宗
家
文
庫
本
以
外
の
『
陣
法
』
の
現
存
本
に

関
し
て
は
目
下
調
査
の
途
上
に
あ
り
、
よ
っ
て
以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
の
中
間
報
告
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

書
誌
学
研
究
に
関
す
る
知
識
・
経
験
の
不
足
か
ら
、
忍
わ
わ
ぬ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
先
学
渚
賢
の
ご
批
正
・
ご
教

示
を
切
に
乞
う
次
第
で
あ
る
。

二
　
宗
家
文
庫
所
在
『
陣
法
』
の
書
誌

　
ま
ず
は
じ
あ
に
、
宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
」
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
ま
と
め
て
お
こ
う
。
以
下
の
記
述
は
、
二
〇

〇
〇
年
三
月
に
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
れ
、
宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
』
を
閲
覧
・
調
査
し
た
さ
い
の
メ
モ
に
も
と

つ
く
。

　
本
書
は
単
巻
一
冊
全
五
十
張
の
木
版
本
で
、
大
き
さ
は
二
一
．
五
・
六
×
横
二
一
・
八
糎
、
表
紙
は
前
述
の
よ
う
に
日
本
将
来
後
に

柿
渋
を
染
み
込
ま
せ
た
厚
め
の
和
紙
に
よ
っ
て
改
装
さ
れ
、
「
陣
法
叢
薄
図
　
全
」
の
墨
書
が
施
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
本
に
特
有
の
五

針
眼
釘
法
に
よ
り
凧
糸
で
一
重
綴
じ
に
さ
れ
、
四
周
双
辺
、
有
界
で
、
半
郭
内
権
の
寸
法
は
縦
二
五
・
八
×
横
一
七
・
八
糎
と
な
っ

て
い
る
。
半
葉
の
回
数
は
十
行
で
、
一
行
あ
た
り
の
字
数
は
十
七
字
、
註
は
双
行
で
字
数
は
本
文
に
同
じ
で
あ
り
、
多
数
の
図
版
が

あ
る
。

　
版
心
は
上
ド
中
黒
口
・
上
ド
内
向
花
紋
黒
魚
尾
だ
が
、
一
部
に
無
紋
黒
魚
尾
も
混
入
す
る
。
魚
尾
の
間
に
は
、
序
文
の
部
分
で
は

「
立
法
序
　
　
一
」
、
「
連
名
図
」
な
ど
図
版
部
分
で
は
「
図
　
　
一
」
、
本
文
部
分
で
は
「
算
法
　
　
一
」
、
践
の
部
分
で
は
「
践

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

九
七



　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

一
」
等
と
あ
る
が
、
最
後
の
副
文
に
つ
い
て
は
、
韓
継
禧
・
洪
論
難
の
践
文
そ
れ
ぞ
れ
に
別
途
に
通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
図
版
の
う
ち
「
五
衛
図
」
の
部
分
に
相
当
す
る
五
張
分
に
つ
い
て
は
、
図
版
が
a
b
両
面
に
ま
た
が
る
た
め
版
図
が
な
い
。
料

紙
は
ば
り
っ
と
し
た
感
じ
の
楮
紙
で
、
一
部
に
堅
厚
紙
が
混
入
す
る
。
一
a
椎
弓
右
上
に
「
宣
撫
之
記
」
の
方
形
朱
印
（
方
八
・
0

糎
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
構
成
は
、
一
a
～
一
一
、
a
が
序
文
（
「
景
泰
、
年
辛
未
六
月
初
．
百
首
陽
人
君
［
臣
誰
］
奉
　
教
学
」
、
［
］
内
は
割
註
、
以
下
同

じ
）
、
＝
．
一
a
～
二
一
a
が
「
形
子
吉
」
、
一
、
一
a
～
二
五
a
が
「
陣
図
」
、
二
六
a
～
三
〇
b
が
「
五
衛
図
」
、
一
．
二
a
～
四
七
b
が

本
文
部
分
に
該
当
す
る
「
陣
法
」
、
四
八
a
～
五
〇
a
が
践
文
（
「
景
泰
六
年
七
月
一
．
一
十
日
朝
奉
大
夫
行
集
書
殿
校
理
知
製
　
教
世
了

右
文
学
［
臣
］
韓
継
無
精
　
教
謹
践
」
「
弘
治
五
年
八
月
　
日
資
憲
人
夫
議
政
府
右
参
賛
兼
知
　
経
錘
事
弘
文
館
大
参
学
芸
文
館
大
提

学
知
成
均
館
事
［
臣
］
洪
貴
達
奉
　
教
謹
践
」
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
本
書
は
内
謡
本
だ
が
、
日
本
改
装
の
た
め
内
賜
記
を
欠
く
。
虫
損
は
わ
ず
か
で
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ

る
。
請
求
記
号
は
「
宗
家
文
庫
／
漢
籍
／
朝
鮮
刊
本
／
C
1
2
／
7
1
1
」
。
な
お
、
本
書
は
天
和
三
年
（
一
六
▲
．
一
）
の
宗
家
蔵
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

目
録
（
宗
家
文
庫
所
在
）
に
「
陣
法
形
名
図
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
年
以
前
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。

　
　
　
　
三
　
『
陣
法
』
の
概
要
と
そ
の
成
立
・
刊
行
経
緯

　
（
一
）
　
『
陣
法
』
の
概
要

　
『
陣
法
』
は
、
朝
鮮
初
期
の
成
宗
一
、
士
．
一
年
（
一
四
九
一
、
）
に
成
立
し
た
官
撰
の
陣
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
い
く
つ
か

の
現
存
本
は
い
ず
れ
も
単
巻
一
冊
で
、
一
部
に
例
外
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
冒
頭
に
首
陽
大
君
（
世
祖
、
在
位
一
四
五
五

～
六
八
）
に
よ
る
序
文
（
文
宗
元
、
一
四
五
一
）
が
あ
り
、
次
に
図
版
と
本
文
（
「
陣
法
」
）
が
続
き
、
最
後
に
韓
継
竿
（
世
祖
元
、



一
四
五
五
）
な
ら
び
に
洪
貴
達
（
成
語
二
十
三
、
一
四
九
二
）
に
よ
る
逸
文
が
附
さ
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。

　
こ
の
う
ち
図
版
部
分
は
、
ま
ず
「
俗
名
図
」
と
し
て
「
交
竜
旗
」
「
招
揺
旗
」
「
衛
将
旗
」
「
部
将
旗
」
「
遊
軍
将
旗
」
「
領
将
旗
」
「
統

将
旗
」
「
旅
帥
旗
」
「
大
蛇
旗
」
「
候
騎
赤
旗
」
「
大
角
」
「
金
」
「
輩
」
な
ど
軍
旗
や
号
令
に
用
い
る
鳴
り
物
な
ど
の
図
が
計
三
十
二
図
、

次
に
陣
形
に
関
し
て
、
「
田
図
」
と
し
て
「
河
図
」
「
洛
書
」
「
二
陣
図
」
「
銃
陣
図
」
「
直
兜
図
」
「
方
陣
図
」
「
円
陣
図
」
の
七
図
、
「
五

衛
図
」
と
し
て
「
五
衛
連
方
陣
」
「
五
衛
連
直
陣
」
「
五
衛
連
曲
陣
」
「
五
陸
連
銃
陣
」
「
五
衛
連
円
陣
」
の
五
図
を
載
せ
る
。
こ
れ
ら

剰
反
こ
つ
∂
τ
も
、
一
粥
D
見
字
奪
で
ま
妃
三
野
事
D
昆
な
る
も
D
駆
ち
る
。

陰
四
［
川
　
‘
　
　
Ψ
　
　
曳
　
　
，
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
玉
【
　
　
（
　
］
」
一
一
イ
　
一
ノ
　
　
”
　
　
一
■
腰
r
「
ヌ
ノ
，
～
　
　
‘
　
｝
．
；
　
．
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
　
。
’
　
　
　
一

　
一
方
、
本
文
部
分
で
あ
る
「
陣
法
」
は
、
「
分
数
」
「
形
名
」
「
結
論
式
」
「
一
衛
独
陣
合
陣
」
「
五
衛
連
陣
」
「
用
兵
」
「
軍
令
」
「
章

標
」
「
大
閲
儀
法
」
「
勇
怯
之
勢
一
・
一
∵
三
」
「
勝
敗
之
形
↓
二
一
二
二
」
と
い
っ
た
項
目
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
の
編
成
や

陣
形
・
陣
地
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
分
量
は
、
全
体
で
五
十
張
前
後
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
『
陣
法
』
の
成
立

　
『
陣
法
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
陣
書
類
一
般
の
編
纂
事

業
に
関
す
る
研
究
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
『
陣
法
』
所
載
の
序
文
お
よ
び
践
文
の
記
述
と
歴
代

の
『
実
録
』
の
記
事
を
巾
心
に
、
『
陣
法
』
成
立
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
首
陽
大
君
が
撰
し
た
『
陣
法
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
王
朝
最
初
の
上
書
は
初
代
太
祖
（
在
位
一
三
九
二
～
九
八
）
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

編
纂
さ
れ
た
が
、
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
こ
れ
と
同
じ
時
期
、
開
国
功
臣
で
も
あ
っ
た
鄭
道
伝
が
『
陣
法
』
な

る
陣
書
を
撰
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
彼
の
文
集
で
あ
る
『
三
三
集
』
巻
＝
、
一
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
が
、
こ
れ
ら
両
者
を
同
一
書
と
推
定
す
る
見
解
も
あ
る
。

　
官
撰
の
上
書
編
纂
に
つ
い
て
の
記
事
が
は
じ
め
て
『
実
録
』
に
現
れ
る
の
は
、
世
宗
十
五
年
（
一
四
三
一
．
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
す

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

九
九



対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
わ
ち
、
『
南
宗
実
録
』
に
は
、
世
宗
の
命
を
受
け
た
河
敬
復
等
が
こ
の
年
の
七
月
、
陣
書
を
編
纂
し
て
国
王
に
進
呈
し
た
と
あ
る
。

一
方
、
『
陣
法
」
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
編
纂
さ
れ
た
愛
書
は
『
陣
説
」
と
題
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
『
陣
説
』
は
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ば
ら
「
古
文
」
に
依
拠
し
て
お
り
、
不
備
な
点
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
陣
書
編
纂
は
、
次
の
文
宗
代
（
一
四
五
〇
～
五
一
．
）
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
諸
宗
は
み
ず
か
ら
陣
書
を
撰
し
、
こ
れ
を
首
陽
大
君
・

鄭
麟
趾
・
金
箔
誠
・
権
守
身
・
趙
由
礼
・
金
有
銑
・
宋
処
倹
・
権
撃
・
洪
允
成
等
に
命
じ
て
校
正
さ
せ
、
そ
の
元
年
（
一
四
五
一
）

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

六
月
に
完
成
さ
せ
た
。
現
存
す
る
『
陣
法
』
の
原
形
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
。
こ
の
と
き
成
立
し
た
貴
書
に
対
す
る
需
要
は
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
三
月
に
は
略
抄
本
ま
で
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
文
色
の
命
で
捷
書
編
纂
に
携
わ
っ
た
弟
の
首
陽
大
君
は
、
自
身
が
即
位
す
る
と
韓
継
禧
・
金
融
・
崔
恒
等
に
命
じ
て
同
書
の
旧
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
音
釈
を
つ
け
、
絵
図
を
挿
入
し
、
そ
の
元
年
（
一
四
五
五
）
七
月
に
こ
れ
を
「
小
字
」
で
刊
行
し
た
（
小
字
艶
書
）
。
さ
ら
に
同
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

年
（
一
四
五
九
）
二
月
に
は
洪
二
成
に
陣
書
の
改
撰
を
命
じ
、
三
月
ま
で
に
「
大
字
」
に
よ
っ
て
こ
れ
を
刊
行
し
た
（
大
字
陣
書
）
。

　
こ
う
し
て
官
撰
の
陣
書
と
し
て
、
こ
の
と
き
ま
で
に
「
小
字
陣
笠
」
と
「
大
字
陣
書
」
の
二
種
の
愚
書
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
こ
の
両
者
に
は
内
容
上
に
異
同
が
み
ら
れ
、
学
ぶ
者
を
惑
わ
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
成
宗
二
十
三
年
（
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

九
二
）
八
月
、
成
鳥
は
洪
貴
達
等
に
命
じ
て
上
記
の
大
・
小
上
書
の
内
容
を
整
理
し
、
一
書
に
統
合
し
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
現
存

す
る
『
陣
法
』
で
あ
る
。
朝
鮮
初
期
の
陣
書
編
纂
事
業
は
、
こ
の
『
書
法
』
の
成
立
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
完
了
し
た
。
朝
鮮
初
期
に

数
度
に
わ
た
っ
て
編
纂
・
斜
行
さ
れ
た
陣
書
の
最
終
定
着
本
が
『
陣
法
』
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
『
陣
法
」
は
朝
鮮
後
期
に
な
っ
て
も

基
本
的
な
陣
書
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
英
祖
十
八
年
（
↓
七
二
四
）
に
は
『
兵
将
図
説
』
と
い
う
名
で
復
刊
さ
れ
て

（
1
8
）

い
る
。



　
（
三
）
　
「
陣
法
』
の
刊
行

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に
し
て
成
宗
二
十
三
年
に
成
立
し
た
『
骨
法
』
は
、
そ
の
後
、
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
の
回
数
に
わ
た
っ

て
刊
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
に
私
が
確
認
し
た
現
存
本
は
、
目
録
上
で
は
い
ず
れ
も
華
年
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
刊
行

年
を
特
定
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
後
刷
り
な
が
ら
刊
記
を
も
つ
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
国
号
か
ら
明
宗
年
間
に
か

け
て
の
時
期
（
一
五
〇
六
～
六
七
）
、
宣
祖
五
年
半
一
五
七
二
）
、
同
十
七
年
（
一
五
八
四
）
、
孝
古
7
5
九
年
（
一
六
五
八
）
、
の
少
な
く

と
も
四
度
に
わ
た
っ
て
同
書
の
刊
行
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
こ
の
点
、
詳
し
く
は
後
述
）
。

　
こ
の
ほ
か
、
朝
鮮
前
期
、
宣
祖
代
（
一
五
六
七
～
一
六
〇
八
）
末
ま
で
の
間
に
、
『
実
録
』
に
よ
っ
て
同
書
が
刊
行
さ
れ
る
か
も
し

く
は
王
朝
内
部
で
刊
行
が
議
論
さ
れ
た
事
実
を
確
認
で
き
る
事
例
と
し
て
次
の
四
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
陣
法
』
と
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
『
陣
法
』
以
外
の
陣
書
が
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
か
ら
、
す
べ
て
『
陣
法
』
の
刊
行

と
み
な
し
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
中
宗
十
三
年
（
一
五
一
八
）
七
月
、
陣
二
等
を
刊
行
し
平
安
・
威
要
道
へ
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
中
宗
二
十
三
年
（
一
五
二
八
）
四
月
、
陣
書
刊
行
を
議
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
宣
祖
二
十
八
年
（
一
五
九
五
）
六
月
、
陣
書
を
刊
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
宣
祖
三
十
四
年
（
一
六
〇
一
）
十
月
、
祖
宗
朝
の
密
書
刊
行
を
議
す
。

　
こ
こ
に
み
え
る
『
藩
法
」
の
刊
行
が
、
既
存
の
板
木
を
用
い
た
後
刷
り
な
の
か
、
あ
る
い
は
新
規
に
彫
板
し
て
の
そ
れ
な
の
か
は

定
か
で
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
『
陣
法
』
の
刊
行
が
行
わ
れ
た
回
数
は
、
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
み
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
さ
き
に
み
た
四
度
の
『
陣
法
』
刊
行
の
事
実
が
す
べ
て
『
実
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
『
実
録
』
か
ら
漏
れ
た

事
例
は
多
数
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

○
、
．

　
周
知
の
よ
う
に
、
十
五
世
紀
末
以
降
の
朝
鮮
で
は
倭
憲
の
脅
威
が
ふ
た
た
び
高
ま
り
、
か
つ
北
方
で
の
女
真
人
の
活
動
が
活
発
化

す
る
に
つ
れ
て
、
辺
境
防
衛
の
強
化
が
し
ば
し
ば
朝
議
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
練
兵
の
教
本
と
し
て

の
『
陣
法
』
の
需
要
が
増
大
し
、
そ
の
刊
行
も
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。

四
　
日
本
・
韓
国
に
お
け
る
『
陣
法
』
の
現
存
状
況

　
（
一
）
　
日
本
に
お
け
る
現
存
状
況

　
藤
本
幸
夫
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
に
現
存
す
る
朝
鮮
本
の
う
ち
、
内
賜
記
の
あ
る
内
賜
本
は
全
部
で
一
九
二
点
に
達
す
る

　
（
2
3
）

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
に
『
陣
法
』
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
宗
家
文
庫
本
以
外
で
、
置
賜
記
の
な
い
日
本
国
内
現
存
の

朝
鮮
内
賜
本
中
に
『
陣
法
』
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
日
本
国
内
に
い
っ
た
い
ど
の
程
度
『
陣
法
」

が
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
把
握
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
現
時
点
で
は
宗
家
文
庫

本
が
日
本
国
内
唯
一
の
『
陣
門
」
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
内
謡
本
で
あ
る
宗
家
文
庫
本
は
、
当
然
に

日
本
国
内
所
在
唯
一
の
内
賜
本
の
『
陣
法
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
調
査
に
侯
ち
た
い
。

　
（
二
）
　
韓
国
に
お
け
る
現
存
状
況

　
ひ
る
が
え
っ
て
韓
国
に
お
け
る
『
密
法
」
の
現
存
状
況
を
み
る
と
、
現
在
ま
で
に
、
ソ
ウ
ル
人
学
校
奎
章
閣
の
六
点
、
延
世
人
学

校
中
央
図
書
館
所
蔵
の
三
点
、
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
所
蔵
の
一
点
、
計
十
点
の
存
在
を
当
該
各
図
書
館
の
目
録
に
よ
っ
て
確
認

　
　
（
2
4
）

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
所
蔵
の
三
点
と
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
所
蔵
の
一
．
一
点
に
つ
い
て
は
、
一
．
○
〇
一

年
八
月
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
し
く
は
実
物
を
閲
覧
し
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
を
中
心
に
、
各
図
書
館
ご
と
に
現

存
本
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



【
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
】

　
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
に
は
、
請
求
記
号
「
歪
9
4
4
」
「
奎
1
1
0
0
」
「
奎
1
6
2
6
」
「
奎
3
2
1
0
」
「
奎
3
3
0
4
」
「
奎

2
1
4
3
」
の
六
点
六
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
編
『
起
動
閣
図
書
韓
国
本
綜
合
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の

う
ち
「
奎
9
4
4
」
と
「
奎
1
1
0
0
」
が
同
版
で
あ
り
、
「
奎
3
2
1
0
」
「
奎
3
3
0
4
」
「
奎
2
1
4
3
」
の
三
点
も
同
版
と
さ

　
　
（
2
5
）

れ
て
い
る
。
閲
覧
・
調
査
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
六
点
の
う
ち
「
奎
9
4
4
」
「
奎
1
6
2
6
」
「
奎
3
2
1
0
」
の
三
種
一
．
一
点
で
あ

る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
マ
ノ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
の
閲
覧
で
あ
り
、
実
物
を
手
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
記
述
に
お
け
る
各
本
の
大
き
さ
や
寸
法
等
に
つ
い
て
は
、
『
金
章
閣
図
書
韓
国
本
綜

合
目
録
』
の
記
述
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
料
紙
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
①
『
家
法
』
単
巻
一
冊
（
全
五
十
一
張
）
。
請
求
記
号
「
奎
9
4
4
」
（
以
ド
、
奎
千
官
①
本
と
略
す
。
他
の
諸
本
も
同
様
に
略
称

　
　
す
る
）
。

　
　
　
木
版
本
。
縦
三
六
・
四
×
横
二
四
・
四
叉
。
表
紙
に
は
「
陣
法
　
全
」
の
墨
書
が
あ
る
。
綴
じ
は
五
針
立
釘
法
に
よ
る
。
四

　
　
　
周
双
辺
（
一
部
に
単
辺
混
入
）
、
有
界
、
半
郭
内
椎
縦
二
六
・
六
×
横
一
九
・
一
膳
。
毎
半
熟
十
行
行
十
七
字
、
註
双
行
字
数

　
　
　
同
。
版
心
は
上
ド
白
口
、
上
下
内
向
花
紋
黒
魚
尾
で
、
魚
尾
の
間
に
「
陣
早
筆
　
　
一
」
「
下
名
図
　
　
一
」
「
陣
図
　
　
一
」

　
　
　
「
陣
法
　
　
一
」
「
践
　
　
一
」
等
と
あ
る
。
た
だ
し
、
「
形
名
詮
」
の
部
分
宵
張
分
に
は
魚
尾
は
な
い
。
ま
た
、
「
五
衛
図
」

　
　
　
の
部
分
五
張
分
は
、
図
版
が
a
b
両
面
に
ま
た
が
る
た
め
版
心
が
な
い
。

　
②
『
陣
法
』
単
巻
一
冊
（
全
五
十
張
）
。
請
求
記
号
「
奎
1
6
2
6
」
。

　
　
　
木
版
本
。
縦
三
四
・
四
×
横
一
二
・
面
高
。
表
紙
に
は
「
陣
法
」
の
墨
書
が
あ
る
。
綴
じ
は
綴
針
眼
釘
法
に
よ
る
。
四
周
単

　
　
　
辺
、
有
界
、
半
郭
内
権
縦
壬
二
×
横
一
七
・
三
余
。
二
半
葉
十
行
行
十
七
字
、
註
双
行
字
数
同
。
版
心
は
上
下
大
黒
口
、
上

　
　
　
ド
内
向
無
紋
黒
魚
尾
で
、
魚
尾
の
間
に
「
序
　
　
一
」
「
図
　
　
一
」
「
閣
法
　
　
一
」
「
践
　
　
一
」
等
と
あ
る
。
「
五
衛
図
」

　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
q
二



　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
　
　
の
部
分
五
張
分
に
つ
い
て
は
、
図
が
a
b
両
面
に
ま
た
が
る
た
め
毒
心
が
な
い
。
巻
末
に
は
団
記
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
「
白
下

　
　
　
明
隆
慶
六
年
歳
事
壬
申
（
一
五
七
一
．
）
四
月
　
目
開
板
」
と
あ
る
。
『
奎
翌
旦
図
書
韓
国
本
綜
合
目
録
』
に
は
後
刷
と
記
さ
れ

　
　
　
て
お
り
、
実
際
に
刷
り
の
状
態
は
た
い
へ
ん
悪
い
。

　
③
『
陣
法
』
単
巻
一
冊
（
全
四
十
七
張
）
。
請
求
記
号
「
金
3
2
1
0
」
。

　
　
　
木
版
本
。
縦
三
四
・
六
×
横
二
一
・
九
糎
。
表
紙
に
は
「
陣
法
　
全
」
の
墨
書
が
あ
る
。
綴
じ
は
五
膳
平
釘
法
に
よ
る
。
四

　
　
　
周
双
辺
、
有
界
、
半
郭
内
匡
縦
二
四
・
四
×
横
一
六
・
八
糎
。
毎
回
葉
十
行
行
十
七
字
、
註
双
行
字
数
同
。
版
心
は
上
下
白

　
　
　
口
、
上
ド
内
向
花
紋
黒
魚
尾
で
、
魚
尾
の
間
に
「
母
法
序
　
　
一
」
「
陣
法
　
　
一
」
「
図
　
　
一
」
等
と
あ
る
。
た
だ
し
、

　
　
　
「
形
名
四
」
部
分
九
等
分
に
は
そ
う
し
た
表
記
が
な
い
。
ま
た
「
五
呑
玉
」
の
部
分
五
等
分
に
は
、
図
が
a
b
両
面
に
ま
た
が

　
　
　
る
た
め
寸
心
そ
の
も
の
が
な
い
。
な
お
、
本
書
は
韓
蝉
茸
お
よ
び
洪
窮
達
の
践
文
を
と
も
に
欠
く
。

【
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
】

　
延
言
大
学
校
中
央
図
書
館
に
は
請
求
記
号
「
3
5
5
／
週
噌
／
魁
－
升
」
「
3
5
5
／
剤
唱
／
魁
－
叫
」
「
荊
1
2
5
」
の
三
点
一
．
一

冊
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
最
後
の
「
引
1
2
5
」
の
み
貴
重
書
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
い
ず
れ
も
実
物
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
①
『
陣
法
」
単
巻
一
冊
（
全
五
十
張
）
。
請
求
記
号
「
3
5
5
／
剤
唱
／
譜
－
升
」
。

　
　
　
木
版
本
。
縦
三
五
・
八
×
横
二
二
糎
。
表
紙
に
は
「
陣
法
図
　
合
□
」
の
墨
書
が
あ
る
。
三
針
眼
釘
法
に
よ
っ
て
薄
茶
色
の

　
　
　
太
糸
で
一
重
綴
じ
に
さ
れ
て
い
る
。
四
周
双
辺
、
有
界
、
半
郭
内
同
心
二
五
・
八
×
横
一
七
・
八
糎
。
半
半
葉
十
行
行
十
七

　
　
　
字
、
註
興
行
字
数
同
。
版
心
は
上
ド
中
黒
［
、
上
ド
内
向
花
紋
黒
魚
尾
だ
が
、
一
部
に
無
紋
黒
魚
尾
も
混
入
す
る
。
魚
尾
の

　
　
　
間
に
「
陣
法
序
　
一
」
「
図
　
　
一
」
「
三
法
　
　
一
し
「
践
　
　
一
」
等
と
あ
る
。
た
だ
し
、
「
五
田
図
」
部
分
の
五
張
分
は

　
　
　
図
版
が
a
b
両
面
に
ま
た
が
る
た
め
に
版
心
が
な
い
。
料
紙
に
は
ば
り
っ
と
し
た
感
じ
の
型
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
a

　
　
　
心
内
右
上
に
「
宣
賜
勲
記
」
の
方
朱
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
内
製
本
と
判
断
さ
れ
る
が
、
内
日
記
を
欠
く
。
表
紙
お
よ
び
裏
表



　
　
紙
の
見
返
し
に
そ
れ
ぞ
れ
草
書
体
で
「
量
子
日
月
剣
戟
宇
宙
」
「
春
秋
風
雨
暴
漢
乾
坤
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

②
『
陣
法
』
単
巻
一
冊
（
全
五
十
一
張
）
。
請
求
記
号
「
3
5
5
／
刷
唱
／
魁
－
叶
」
。

　
　
木
版
本
。
縦
三
六
・
五
×
横
二
四
・
五
糎
。
表
紙
に
は
「
兵
将
図
説
　
全
し
の
墨
書
が
あ
る
。
五
針
眼
釘
法
に
よ
り
薄
朱
色

　
　
の
太
糸
で
一
重
綴
じ
に
さ
れ
て
い
る
。
四
周
双
辺
、
有
界
、
半
郭
内
櫃
縦
二
七
×
横
穴
〇
糎
。
毎
半
葉
十
行
行
十
七
字
、
註

　
　
双
胴
行
字
数
同
。
版
心
は
上
下
南
口
、
上
下
内
向
花
紋
黒
魚
尾
で
、
魚
尾
の
間
に
「
陣
法
序
　
　
一
」
「
形
勝
図
　
　
一
」
「
陣

　
　
劃
　
　
二
「
葦
些
　
　
一
一
「
交
　
　
一
一
年
三
う
5
0
こ
ご
ノ
コ
■
青
ぐ
㎜
う
郷
｝
．
工
艮
｝
よ
刻
反
、
戸
a
⊃
、
町
翁
こ
装
こ

　
　
k
レ
　
　
　
　
　
一
」
　
一
直
ド
、
Z
　
　
　
　
　
「
」
　
一
眠
鋤
　
　
　
　
　
一
L
　
み
＝
、
　
（
．
日
d
・
く
　
　
」
ノ
」
ノ
i
　
　
一
」
■
ノ
酒
F
匹
レ
L
　
‘
立
「
若
ノ
、
ー
コ
．
7
若
ノ
‘
良
レ
F
几
ヲ
み
　
‘
－
μ
一
日
‘
－
・
く
プ
・

　
　
が
る
た
め
漢
心
が
な
い
。
料
紙
に
は
ば
り
っ
と
し
た
感
じ
の
二
言
が
用
い
ら
れ
、
一
部
に
堅
厚
紙
も
混
入
す
る
。
一
a
権
内

　
　
右
上
に
「
宣
賜
之
記
」
の
方
朱
印
が
あ
り
、
本
書
も
内
豊
本
で
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
は
次
の
よ
う
な
内
賜
記
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
順
治
十
五
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
内
賜
議
政
府
領
議
政
沈
之
源

　
　
　
　
　
兵
将
図
説
一
件

　
　
　
　
命
除
謝

　
　
　
　
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
承
旨
臣
李
　
（
手
決
）

③
『
陣
法
』
単
巻
一
冊
（
全
五
十
張
）
。
請
求
記
号
「
引
1
2
5
」
。

　
　
木
版
本
。
縦
三
六
×
横
二
一
．
糎
。
表
紙
に
は
「
早
書
　
全
」
の
墨
書
が
あ
る
。
綴
じ
部
分
は
崩
壊
し
て
お
り
、
黒
太
糸
で
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
綴
じ
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。
四
周
当
鉦
、
有
界
、
半
郭
内
椎
縦
二
五
・
八
×
横
一
七
・
八
糎
。
毎
半
葉
十
行
行
十
七
字
、

　
　
註
双
行
字
数
同
。
露
悪
は
上
下
中
黒
口
、
上
下
内
向
花
紋
黒
魚
尾
だ
が
一
部
に
無
紋
黒
魚
尾
も
混
入
す
る
。
魚
尾
の
間
に
「
陣

　
　
法
認
　
　
一
」
「
図
　
　
一
」
「
陣
法
　
　
一
」
「
駿
　
　
一
」
等
と
あ
る
。
「
五
平
図
」
の
部
分
五
回
分
に
つ
い
て
は
図
が
a
b

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
〇
五



　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

　
　
　
両
面
に
わ
た
る
た
め
聖
心
が
な
い
。
一
a
週
内
右
上
に
「
照
準
之
記
」
の
方
朱
印
が
あ
り
、
本
書
も
内
賜
記
本
で
あ
る
。
表

　
　
　
紙
見
返
し
に
は
次
の
よ
う
な
内
賜
記
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
万
暦
十
二
年
十
一
．
月
　
日

　
　
　
　
　
内
賜
司
諌
院
司
諌
輩
．
蓋
陣
書
一
件

　
　
　
　
　
命
除
謝

　
　
　
　
　
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
副
承
旨
臣
韓
　
（
否
決
）

【
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
】

　
前
述
の
よ
う
に
、
『
陣
法
」
は
高
麗
人
学
校
中
央
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
高
麗
大
本
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る

が
、
高
麗
人
学
校
中
央
図
書
館
編
『
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
輿
車
金
完
隻
文
庫
目
録
』
の
記
述
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
次

　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
陣
法
」
単
巻
一
冊
。
請
求
記
号
「
貴
3
1
7
」
。

　
　
　
甲
南
字
覆
刻
本
（
中
墨
～
角
皿
年
間
）
。
縦
三
一
・
九
×
横
二
〇
二
．
一
糎
。
四
周
単
帯
。
半
郭
内
墨
書
。
一
．
・
三
×
横
一
六
・

　
　
　
三
差
。
毎
三
葉
十
行
行
十
七
字
。
馬
鞭
行
。
上
ド
黒
［
、
内
向
花
紋
魚
尾
。
序
「
景
泰
二
年
（
一
四
五
一
）
…
首
陽
大
君
臣

　
　
　
諦
奉
教
序
」
。
践
「
景
泰
六
年
（
一
四
五
五
）
…
韓
継
禧
奉
教
謹
践
」
。

　
　
　
　
五
　
韓
国
所
在
『
陣
法
』
の
検
討

　
（
一
）
　
韓
国
所
在
「
陣
法
』
の
特
徴

　
高
麗
大
本
も
含
め
た
以
上
七
点
の
韓
国
所
在
『
陣
法
」
の
う
ち
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
世
大
中
央
図
書
館
所
蔵
の
三
点
で



あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
俳
風
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
二
点
に
つ
い
て
は
内
賜
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
刊
行
年

が
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
延
世
人
②
本
と
同
③
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
賜
の
年
月
が
順
治
十
五
年
（
孝
宗
九
、
一
六
五
八
）
十

一
月
、
万
暦
十
二
年
中
宣
祖
十
七
、
一
五
八
四
）
十
二
月
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
と
も
に
そ
れ
が
内
生
さ
れ
た
年
に
刊
行
さ
れ
た
と

み
て
よ
い
。
内
々
本
と
い
う
性
格
か
ら
判
断
し
て
、
か
つ
、
そ
の
刷
り
の
状
態
か
ら
み
て
も
、
い
ず
れ
も
後
刷
り
で
は
く
、
新
た
に

彫
板
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
延
世
大
②
本
の
書
名
が
内
題
で
は
「
陣
法
」
と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
外
題
・
内
賜
記
で

は
と
も
に
「
幻
象
図
説
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
『
陣
法
』
が
『
兵
将
図
説
』
と
改
題
・
復
刊
さ
れ
た
の
は
、
さ
き
に
も
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

た
よ
う
に
英
祖
十
八
年
（
一
七
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
延
世
事
②
本
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
そ
の
百
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
、

『
陣
法
』
は
「
兵
舎
図
説
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
陣
法
』
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
兵
科
図
説
」
の
異
称
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
ド
限
が
孝
宗
九
年
に
あ
る
こ
と
は
延
世
大
②
本
の
存
在
に
よ
っ
て
確
実
で
あ

る
。　

延
世
大
学
校
所
蔵
璽
．
一
点
に
つ
い
て
は
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
延
世
大
①
本
と
同
③
本
と
が
同
版
と
み
な
さ
れ
る
点
も
指
摘
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
点
を
比
較
対
照
す
る
と
、
甲
骨
は
も
と
よ
り
権
郭
の
傷
や
字
形
な
ど
、
細
部
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
完
全

に
一
致
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
延
世
大
①
本
は
内
賜
記
を
欠
い
て
は
い
る
も
の
の
や
は
り
内
劇
戦
で
あ
り
、
後
刷
り
と
は
み
な
し

が
た
い
の
で
、
や
は
り
延
世
大
③
本
と
同
じ
く
万
暦
十
二
年
（
宣
祖
十
七
、
一
五
八
四
）
に
内
賜
さ
れ
た
も
の
、
よ
っ
て
同
年
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
延
世
大
①
本
が
内
賜
記
を
欠
い
て
い
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
延
世
大

①
本
に
は
、
旧
蔵
書
印
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
跡
が
一
a
や
五
〇
b
な
ど
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
所
有
者
が
現
在
の
表
紙

に
改
装
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
私
に
は
そ
の
点
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
韓
国
所
在
の
『
陣
法
』
で
注
目
す
べ
き
は
、
ま
ず
、
奎
章
閣
②
本
が
隆
慶
六
年
（
宣
祖
五
、
一
五

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
〇
七
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（
2
9
）

七
一
．
）
の
同
記
を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
軍
法
』
が
こ
の
年
に
平
安
道
で
即
行
さ
れ
た
事
実
を
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

も
っ
と
も
、
奎
章
閣
②
本
自
体
は
『
奎
章
閣
図
書
韓
国
本
綜
合
目
録
』
に
も
あ
る
よ
う
に
後
刷
り
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
同
行
年
は

不
明
で
あ
る
。

　
次
に
、
金
章
閣
③
本
に
お
い
て
、
「
形
名
駅
」
「
五
衛
図
」
な
ど
の
図
版
部
分
と
本
文
部
分
に
相
当
す
る
「
陣
法
」
と
が
他
の
諸
本

（
た
だ
し
高
麗
大
本
は
未
調
査
の
た
め
除
外
）
と
は
逆
の
順
序
で
配
列
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
他
の
諸
本
は
い
ず

れ
も
図
版
部
分
を
先
に
配
置
し
、
そ
の
後
ろ
に
「
諸
法
」
を
置
く
が
、
奎
言
意
③
本
だ
け
は
、
先
に
「
陣
法
」
を
置
き
、
そ
の
後
ろ

に
図
版
類
が
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
た
ん
な
る
製
本
上
の
錯
誤
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
、

奎
章
閣
③
本
は
、
そ
の
同
版
本
を
も
含
め
て
践
文
を
す
べ
て
欠
い
て
い
る
点
で
も
特
異
で
あ
る
。

　
韓
国
所
在
の
『
陣
法
』
で
そ
の
他
に
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
第
．
に
、
図
版
の
配
列
の
問
題
が
あ
る
。
現
存
諸
本
は
、
「
五
衛

図
」
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
五
衛
連
曲
陣
」
「
田
鼠
連
鋭
陣
」
「
連
直
陣
」
「
連
方
陣
」
「
連
円
陣
」
の
諸
図
が
い
ま
述
べ
た
順
序

で
配
列
さ
れ
て
い
る
も
の
（
田
面
閣
②
本
、
二
世
①
本
、
同
③
本
）
と
、
「
五
衛
連
方
陣
」
「
連
直
陣
」
「
連
曲
陣
」
「
連
連
陣
」
「
連
円

陣
」
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
奎
章
閣
①
本
、
同
③
本
、
延
世
大
②
本
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
に
属
す
る
諸
本
が
い
ず

れ
も
十
六
世
紀
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
た
だ
し
、
全
章
閣
②
本
は
そ
の
後
刷
り
）
、
か
か
る
「
五
衛
図
」

の
配
列
の
相
違
と
『
解
法
』
の
刊
行
年
次
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
相
関
関
係
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
二
に
、
「
形
腺
腫
」
の
表
現
の
違
い
に
よ
っ
て
も
、
現
存
諸
本
を
区
分
で
き
そ
う
で
あ
る
。
『
図
法
』
の
「
形
毛
母
」
部
分
は
上

ド
一
段
に
分
か
れ
て
お
り
、
上
段
に
図
、
下
段
に
そ
の
図
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
説
明
部
分
が
、
奎
章
閣
②
本

と
同
③
本
お
よ
び
延
膨
大
①
本
と
同
③
本
で
は
有
界
で
あ
る
の
に
対
し
、
奎
章
閣
①
本
と
延
世
人
②
本
で
は
無
界
と
な
っ
て
い
る
。

奎
章
閣
③
本
を
除
け
ば
、
こ
の
部
分
が
有
界
の
も
の
は
す
べ
て
十
六
世
紀
後
半
刊
行
の
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
も
ま

た
、
『
陣
法
」
の
刊
行
年
次
を
推
定
す
る
さ
い
の
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。



　
第
三
に
、
未
調
査
な
が
ら
、
高
麗
大
本
に
つ
い
て
前
掲
の
『
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
金
完
論
文
庫
目
録
』
に
「
甲
寅
字
覆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

刻
本
（
中
宗
～
明
宗
年
間
）
」
と
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
こ
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
『
陣
法
』
に
は
か
っ
て
甲
寅
字
で
印
出
さ

れ
た
活
字
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
「
弘
法
』
の
活
字
本
は
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
。
高
麗
大
本

は
、
中
宗
か
ら
透
歯
年
間
（
一
五
〇
六
～
六
七
）
に
そ
の
活
字
本
を
木
版
本
で
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
宗
家
文
庫
所
在
『
陣
法
』
の
刊
行
年

　
私
は
さ
き
に
、
上
世
大
①
本
と
同
③
本
が
と
も
に
愚
老
本
で
あ
り
、
か
つ
群
盗
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
両
者
は
、
延
世
人
③

本
に
万
暦
十
二
年
（
宣
祖
十
七
、
一
五
八
四
）
十
二
月
付
け
の
内
耳
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
実
は
、
宗
家
文
庫
所
在
の
『
話
法
』
も
ま
た
、
こ
れ
ら
延
世
大
①
本
・
同
③
本
と
同
職
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
二
点
と
宗
家
文
庫
本
と
を
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
書
体
を
は
じ
め
、
や
は
り
細
部
に
わ
た
っ
て
多
く
の
一
致
点
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

　
た
と
え
ば
、
延
世
銀
①
本
お
よ
び
同
③
本
と
宗
家
文
庫
本
の
野
心
は
い
ず
れ
も
上
下
内
向
花
紋
黒
魚
尾
だ
が
、
一
部
に
無
紋
黒
魚

尾
が
混
入
し
て
お
り
、
そ
の
母
数
が
三
点
と
も
に
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
椹
郭
の
傷
に
注
目
す
る
と
、
一
、
一
a
の
椎
郭
右
辺
ド
部
の
乱

れ
、
四
六
a
椎
郭
右
辺
上
部
の
欠
け
具
合
な
ど
が
、
明
確
に
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
宗
家
文
庫
本
は
門
訴
①
本
・
同
③

本
と
同
版
で
あ
る
と
み
て
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。

　
宗
家
文
庫
本
も
内
脚
本
で
あ
る
以
上
、
後
刷
り
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
現
物
を
み
て
も
、
刷
り
の

状
態
は
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ
っ
て
、
到
底
後
刷
り
と
は
み
な
し
が
た
い
。
よ
っ
て
私
は
、
宗
家
文
庫
本
が
延
尊
大
①
本
・
同
③
本
と

同
じ
と
き
に
内
賜
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
万
暦
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　
宗
家
文
庫
所
在
の
朝
鮮
本
は
、
そ
の
大
半
が
十
七
世
紀
後
半
の
刊
本
で
占
あ
ら
れ
て
お
り
、
十
六
世
紀
後
半
の
刊
本
と
推
定
さ
れ

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
〇
九
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3
2
）

る
の
は
『
椿
事
撮
要
』
『
訓
蒙
字
会
』
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、

宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
』
も
ま
た
同
文
衆
中
の
朝
鮮
本
の
な
か
の
そ
う
し
た
数
少
な
い
古
刊
本
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六
　
む
す
び

　
以
上
、
本
稿
で
は
『
陣
法
』
の
概
要
と
そ
の
成
立
・
刊
行
の
経
緯
、
お
よ
び
同
書
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、

韓
国
に
現
存
す
る
諸
本
の
書
誌
学
的
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
宗
家
文
庫
所
在
の
『
陣
法
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
得
ら
れ
た

結
論
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

（
一

j
宗
家
文
庫
所
在
の
『
四
二
」
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
限
り
で
は
お
そ
ら
く
日
本
唯
一
の
『
陣
法
』
の
現
存
本
で
あ
る
と
思
わ

　
　
れ
、
し
た
が
っ
て
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
は
日
本
に
現
存
す
る
唯
一
の
『
陣
法
」
の
内
藍
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

　
　
日
本
国
内
で
の
『
細
雨
』
の
現
存
状
況
が
ま
だ
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
修
正
の
余

　
　
地
を
大
き
く
残
し
て
い
る
。

（
二
）
宗
家
文
庫
本
所
在
の
『
古
法
』
は
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
万
暦
十
二
年
（
宣
祖
十
七
、
一
五
八
四
）
十
二

　
　
月
付
け
の
内
賜
記
を
も
つ
内
長
窪
の
『
極
星
』
と
同
版
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
く
、
よ
っ
て
宗
家
文
庫
本
も
ま
た
こ

　
　
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
宗
家
文
庫
本
も
延
世
大
所
蔵
本
と
同
様
内
面
本
で
あ
り
、
後
刷
り
と
い
う
こ
と
は
ま
ず

　
　
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
刷
り
の
状
態
を
み
て
も
、
後
刷
り
と
は
み
な
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け

　
　
れ
ば
、
宗
家
文
庫
本
は
同
文
庫
所
在
の
朝
鮮
本
の
な
か
で
も
数
少
な
い
古
刊
本
に
属
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
宗
家
文
庫
所
在
『
陣
法
』
の
位
置
づ
け
だ
け
で
な
く
、
『
律
法
』
一
般
に
関
し
て
も
、
そ
の
刊
行
年
次
や
刊
行
回

数
、
あ
る
い
は
現
存
諸
本
の
諸
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宗
家
文
庫
本
の
位
置
づ



け
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
今
後
と
も
日
本
国
内
お
よ
び
韓
国
内
に
現
存
す
る
『
陣
法
』
の
所
在
を
精
査
し
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
書
誌
学
的
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
宗
家
文
庫
本
を
含
め
た
各
種
現
存
諸
本
の
先
後
関
係
や
各

本
の
刊
行
経
緯
と
そ
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
あ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
十
月
三
十
一
日
成
稿
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
十
～
十
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
「
宗
家
文
庫
資
料
の
総
合
的
研
究
」
（
研

究
代
表
者
　
佐
伯
弘
次
・
九
州
大
学
助
教
授
）
お
よ
び
平
成
十
三
～
十
四
年
度
九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
拠
点
形
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
「
宗
家
文
庫
資
料
の
形
成
過
程
と
保
存
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
研
究
代
表
者
　
佐
伯
弘
次
・
九
州
大
学
助
教

授
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
宗
家
伝
来
の
古
文
献
・
古
文
書
類
は
、
も
と
対
馬
詩
感
・
倭
館
（
朝
鮮
・
釜
山
）
・
対
馬
藩
江
戸
藩
邸
の
い
ず
れ
か
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で

　
　
あ
る
。
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
が
寄
託
管
理
す
る
「
宗
家
文
庫
」
は
、
こ
の
う
ち
対
馬
藩
庁
所
在
の
大
半
と
倭
館
お
よ
び
江
戸
藩
邸
所
在

　
　
の
一
部
か
ら
な
り
、
そ
の
数
は
冊
子
が
三
六
、
〇
一
六
点
三
一
、
五
六
五
冊
、
一
紙
物
の
文
書
類
が
四
万
点
余
に
の
ぼ
る
（
整
理
中
）
。
こ
の
ほ
か
、

　
　
か
つ
て
倭
館
に
あ
っ
た
も
の
の
大
半
は
外
務
省
記
録
課
を
へ
て
帝
国
図
書
館
に
移
管
さ
れ
、
現
在
は
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
一
方
、

　
　
江
戸
藩
邸
所
在
の
大
半
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
慶
賀
義
塾
大
学
図
書
館
に
雨
あ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
馬
藩
庁
お
よ
び
対
馬
江
戸
藩
邸
所
在

　
　
の
一
部
は
一
九
二
六
年
と
三
八
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
史
編
修
会
へ
移
管
さ
れ
、
現
在
は
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
と
な
つ

　
　
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
馬
藩
庁
所
在
の
一
部
に
つ
い
て
は
宗
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
萬
搾
取
（
長
崎
県
厳
原
町
）
に
な
が
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
つ

　
　
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
に
民
間
業
者
に
売
却
さ
れ
た
も
の
を
九
七
年
に
文
化
庁
が
購
入
し
た
。
宗
家
記
録
・
文
書
の
所
蔵
先
と
そ
の
概
要
に
つ
い

　
　
て
は
、
田
代
和
生
コ
『
対
馬
宗
家
文
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
対
馬
宗
家
文
書
　
第
－
期
朝
鮮
通
信
使
記
録
　
別
冊
上
』
ゆ
ま
に

　
　
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
）
　
こ
の
調
査
の
成
果
は
、
岡
村
繁
編
『
対
馬
藩
現
存
漢
籍
分
類
目
録
　
前
編
』
（
昭
和
五
二
～
五
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て



　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

　
　
告
書
、
一
九
八
○
年
）
お
よ
び
岡
村
繁
「
対
馬
藩
宗
家
文
庫
漢
籍
（
朝
鮮
本
）
提
要
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
、
一
九
八
二
年
）

　
　
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
藤
本
幸
夫
「
宗
家
文
庫
蔵
朝
鮮
本
に
つ
い
て
一
『
天
和
三
年
目
録
』
と
現
存
本
を
対
照
し
つ
つ
一
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
第
九
九
・
一
〇
〇
輯
、
一
九

　
　
八
一
年
）
。

（
4
）
　
周
知
の
よ
う
に
、
宗
家
旧
蔵
本
中
の
朝
鮮
内
賜
本
と
し
て
は
、
ほ
か
に
『
海
東
諸
国
紀
』
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
所
蔵
、
請
求
記
号
「
B
6
D

　
　
1
2
5
」
）
が
有
名
で
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
「
九
　
『
海
東
諸
国
紀
』

　
　
の
撰
修
と
印
刷
」
一
．
一
四
〇
～
四
．
二
頁
を
参
照
。

（
5
）
　
朝
鮮
の
内
高
距
に
つ
い
て
は
、
中
村
栄
孝
『
日
章
関
係
史
の
研
究
』
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
「
別
編
一
　
朝
鮮
の
古
版
印
刷
」
五
七

　
　
二
～
七
四
頁
、
お
よ
び
藤
本
幸
夫
「
日
本
現
存
内
面
本
に
つ
い
て
」
（
『
2
1
矧
7
1
　
号
酬
蛋
白
　
斗
刈
』
図
書
出
版
月
面
、
刈
苦
、
二
〇
〇
〇
年
）
、

　
　
一
七
五
頁
を
参
照
。

（
6
）
　
藤
本
幸
夫
「
朝
鮮
刊
本
の
感
量
・
適
地
推
定
に
つ
い
て
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三
九
号
、
一
．
○
〇
一
年
）
六
～
七
頁
。

（
7
）
　
天
和
．
、
一
年
（
一
八
六
．
．
．
）
の
宗
家
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
は
、
藤
本
幸
夫
、
前
掲
「
宗
家
文
庫
蔵
朝
鮮
本
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
8
）
　
『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
序
。

　
　
　
　
太
祖
、
以
神
武
定
禍
乱
（
割
註
略
）
、
皇
民
塗
炭
、
寧
済
一
国
（
割
註
略
）
、
当
身
滋
藤
鍵
、
奄
征
四
方
面
時
（
割
註
略
）
、
何
暇
求
之
於
古
文

　
　
　
　
遺
法
、
自
有
天
神
略
、
出
奇
無
窮
、
而
変
化
不
測
（
割
註
略
）
、
風
掃
電
馳
、
離
塁
素
破
（
割
註
略
）
、
固
破
竹
之
謎
解
（
割
註
略
）
、
若
大
造

　
　
　
　
之
無
　
（
割
註
略
）
、
股
肱
宣
力
、
而
習
知
其
端
（
割
註
略
）
、
是
以
二
陣
節
目
、
世
無
思
者
、

（
9
）
　
『
三
峯
集
』
巻
一
一
、
一
所
載
の
「
陣
法
」
は
、
「
総
述
」
「
正
陣
」
「
結
塵
世
伍
之
図
」
「
五
行
出
陣
歌
」
「
黙
坐
歌
」
「
角
警
護
」
「
奇
正
総
讃
」
「
金
鼓

　
　
旗
鷹
総
讃
」
「
論
将
帥
」
「
撫
士
卒
五
十
」
「
逆
軍
八
数
」
「
。
二
闇
」
「
三
明
」
「
五
利
」
⊃
．
．
用
」
「
四
法
」
「
讐
敵
制
勝
四
計
」
「
四
撃
」
「
、
二
料
」
「
三
釈
」

　
　
「
五
乱
」
「
四
国
」
「
十
一
必
戦
」
「
六
亘
理
」
「
攻
守
三
道
」
「
四
攻
」
「
五
清
」
の
二
十
七
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
き
わ
め
て

　
　
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編
『
を
号
剋
否
u
τ
糾
朗
叫
斗
間
組
』
一
二
　
（
同
院
、
雨
音
、
一
九
九
一
年
）
四
三
五
頁
の
「
陣
法
①
」
の
項
。

（
1
1
）
　
『
世
宗
実
録
』
巻
六
一
、
十
五
年
七
月
乙
卯
（
四
日
）
条
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
判
中
枢
院
事
河
敬
復
・
寸
話
判
書
鄭
欽
之
・
芸
文
館
大
飾
学
鄭
招
・
兵
曹
右
参
煮
沸
甫
仁
恵
、
承
命
撰
陳
書
以
進
、



（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
序
。

　
世
宗
運
属
豊
亨
、
下
居
安
思
危
（
割
註
略
）
、
窮
命
河
魚
（
割
註
略
）
・
†
季
良
・
河
敬
復
・
鄭
欽
之
・
鄭
招
、
撰
集
陣
説
、
以
為
教
士
之
常
式

　
（
割
註
略
）
、
然
河
講
等
所
撰
、
但
拠
古
文
、
而
条
画
有
未
尽
、

『
文
宗
実
録
』
巻
八
、
元
年
六
月
丙
戌
（
十
九
日
）
条
。

　
初
、
上
諭
金
宗
瑞
日
、
兵
在
主
将
・
節
度
、
旗
鼓
指
揮
、
応
変
無
方
、
予
置
旧
陣
書
有
日
、
某
軍
讐
敵
、
某
軍
救
之
、
詰
合
不
通
、
改
之
可
也
、

　
遂
親
撰
新
陣
法
、
乃
命
首
陽
大
君
及
金
宗
瑞
・
鄭
麟
趾
等
、
同
加
校
定
、
至
是
成
、

『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
序
。

　
於
是
、
命
［
臣
］
与
し
書
判
書
［
臣
］
鄭
麟
趾
（
割
註
略
）
・
中
枢
院
使
［
臣
］
金
孝
誠
・
兵
曹
参
判
［
臣
］
二
間
身
・
倉
知
中
枢
院
事
［
臣
］

　
趙
座
礼
・
護
軍
［
臣
］
金
工
銑
（
割
註
略
）
・
兵
曹
正
郎
［
臣
］
宋
中
富
・
校
書
［
臣
］
権
撃
（
割
註
略
）
・
承
文
院
正
字
［
臣
］
洪
允
成
、
会

　
二
三
兵
曹
定
之
、
因
命
n
臣
］
序
之
、
（
中
略
）
景
泰
二
年
率
未
六
月
初
三
日
、
首
陽
大
君
［
臣
誰
］
奉
教
序
、
（
［
］
内
は
割
註
、
以
下
同

　
じ
）
『
端
宗
実
録
』
巻
一
〇
、
二
年
三
月
辛
酉
（
十
日
）
条
。

　
議
政
府
工
兵
宗
呈
啓
、
続
教
典
、
諸
道
兵
馬
都
節
制
使
、
定
都
会
官
、
量
属
附
近
諸
邑
、
毎
於
農
隙
、
重
盗
軍
士
習
陣
、
然
裏
糧
往
来
有
弊
、

　
請
今
後
除
都
会
、
各
其
手
、
毎
年
二
月
初
二
日
・
十
月
初
二
日
、
聚
境
内
下
番
軍
士
及
営
鎮
軍
・
守
城
軍
、
択
通
暁
落
書
者
為
将
帥
・
訓
導
、

　
守
丁
半
監
白
黒
、
両
界
江
辺
諸
壷
口
子
及
魚
道
沿
辺
防
禦
百
里
鎮
赴
防
軍
士
習
陣
、
依
京
嘉
例
、
毎
月
初
二
日
・
二
十
二
日
、
依
新
陣
書
疑
習
、

　
第
用
全
書
教
習
、
則
非
唯
形
名
難
曲
、
軍
士
亦
且
不
足
、
宜
百
工
陣
書
、
令
本
字
所
印
之
、
分
送
諸
道
都
節
制
使
、
或
巡
行
検
察
、
或
差
人
摘

　
姦
、
毎
歳
抄
具
録
習
陣
日
時
及
教
習
能
否
啓
聞
、
従
之
、

『
陣
法
」
（
宗
家
文
庫
本
）
韓
継
禧
践
。

　
又
啓
、
上
王
命
集
賢
士
直
提
学
［
臣
］
智
慧
及
・
［
臣
］
継
禧
、
就
旧
註
加
音
釈
、
兼
知
兵
曹
事
［
臣
］
翠
玉
孫
・
訓
練
録
事
［
臣
］
金
嬌
、

　
為
図
、
丘
ハ
曹
判
書
［
臣
］
李
七
旬
・
司
憲
府
大
司
憲
［
臣
］
崔
恒
校
訂
之
、
而
去
取
規
模
、
事
由
庶
出
、
（
中
略
）
景
泰
六
年
七
月
三
十
日
、

　
朝
奉
大
夫
行
集
賢
殿
校
理
知
製
教
教
世
子
右
文
学
［
臣
］
聯
弾
禧
、
奉
教
会
践
、

『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
洪
貴
達
践
。

　
大
小
陣
書
、
皆
我
世
祖
大
王
所
局
留
撰
定
者
也
、
成
於
薄
髭
六
年
、
踏
段
以
小
字
者
、
日
小
字
陣
書
、

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
三



　
　
　
　
対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

（
1
6
）
　
『
世
祖
実
録
』
巻
一
五
、
五
年
二
月
癸
亥
（
十
日
）
条
。

　
　
　
　
御
慶
会
楼
下
、
還
啓
書
振
、
王
世
子
古
酒
、
引
見
野
人
中
枢
李
斜
里
等
八
人
、
内
宗
親
及
左
参
賛
朴
仲
孫
・
判
院
事
洪
達
孫
・
梁
山
君
李
澄

　
　
　
　
石
・
戸
曹
判
書
権
踵
・
判
漢
城
沈
漕
・
過
誤
参
判
タ
七
紛
・
漢
城
府
勇
”
士
紛
・
右
承
剥
権
摯
・
左
副
承
旨
金
団
・
右
副
承
旨
鄭
賦
入
侍
、

　
　
　
　
召
礼
譲
判
書
庭
前
成
、
令
改
撰
尊
書
、
命
兼
司
僕
内
禁
衛
、
分
左
右
射
侯
、
又
命
澄
石
・
仲
孫
射
侯
、
畑
島
連
中
。
一
．
矢
、
賜
黒
漆
籠
一
事
、

　
　
　
『
世
祖
実
録
』
巻
一
五
、
五
年
．
一
月
乙
酉
（
三
口
）
条
。

　
　
　
　
命
召
行
倉
知
中
枢
院
事
金
鉤
・
軍
器
副
正
金
石
梯
、
議
新
建
法
、

　
　
　
『
世
祖
実
録
』
巻
一
五
、
五
年
三
月
丁
亥
（
五
日
）
条

　
　
　
　
送
新
陣
法
干
忠
清
道
都
節
制
使
・
処
置
使
及
諸
鎮
邑
、

　
　
　
『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
洪
貴
達
践

　
　
　
　
成
於
天
順
三
年
、
而
印
以
大
字
者
、
日
大
字
陣
書
、

（
1
7
）
　
『
陣
法
』
（
宗
家
文
庫
本
）
洪
貴
達
践
。

　
　
　
　
大
小
青
書
、
自
我
世
祖
大
王
自
筆
授
撰
定
者
也
、
成
歯
景
泰
六
年
、
省
印
以
小
字
者
、
日
小
字
陣
書
、
成
於
天
順
．
二
年
、
而
印
以
大
字
者
、
日

　
　
　
　
大
字
農
書
、
其
法
一
、
而
節
目
互
有
詳
略
之
殊
、
故
学
童
書
、
用
其
法
者
眩
焉
、
殿
下
為
此
慮
、
命
三
皇
君
［
臣
］
柳
子
光
・
広
川
君
［
臣
］

　
　
　
　
李
古
墨
・
議
政
府
右
賛
成
［
臣
］
魚
世
子
・
兵
曹
判
書
［
臣
］
李
克
傲
・
吏
四
望
書
［
臣
］
李
古
暦
・
司
憲
府
大
司
憲
［
臣
］
李
季
全
・
兵
曹

　
　
　
　
参
判
［
臣
］
呂
自
書
・
同
知
中
枢
即
事
［
臣
］
曹
幹
等
、
較
同
異
、
参
詳
略
、
掛
酌
損
益
、
合
大
小
声
曲
一
部
、
而
其
規
模
、
悉
稟
容
裁
、
於

　
　
　
　
是
、
向
之
異
者
同
月
者
詳
、
而
学
其
書
、
用
其
法
者
始
不
潔
其
途
　
、
（
中
略
）
弘
治
五
年
八
月
日
護
憲
大
夫
議
政
府
右
参
賛
兼
知
経
錘
事
弘

　
　
　
　
文
館
大
提
学
芸
文
館
大
提
学
知
成
均
館
山
［
臣
］
洪
貴
達
、
奉
教
謹
祓
、

（
1
8
）
　
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
編
、
前
掲
書
、
四
ゴ
．
五
頁
の
「
陣
法
②
」
の
項
お
よ
び
『
英
悟
実
録
』
巻
五
六
、
十
八
年
八
月
己
酉
（
．
．
十
三
日
）
条
。

　
　
も
っ
と
も
、
『
英
祖
実
録
』
の
当
該
条
に
は
、

　
　
　
　
命
懸
印
面
将
図
説
之
磁
壁
中
立
、
図
説
是
世
祖
大
E
細
管
判
事
、
所
属
製
、
而
草
本
秘
蔵
荘
重
、
未
及
印
雨
期
也
、

　
　
　
と
あ
り
、
王
朝
内
部
で
は
こ
の
時
期
、
過
去
に
お
け
る
『
陣
法
』
刊
行
の
事
実
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
。
こ
れ
以
前

　
　
に
お
け
る
『
嗣
法
』
の
最
後
の
刊
行
が
い
つ
だ
つ
た
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
長
期
に
わ
た
っ
て
同
書
の
刊
行
が
な
さ
れ
て

　
　
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。



（
1
9
）
　
『
中
宗
実
録
』
巻
三
四
、
十
三
年
七
月
甲
子
（
二
十
七
日
）
条
。

　
　
　
　
礼
盤
回
縁
、
各
鎮
扇
権
総
軍
官
等
、
皇
嗣
之
暇
、
叢
薄
学
院
実
為
業
意
、
而
四
書
・
小
学
重
量
官
爵
議
・
武
経
・
孫
子
・
陣
書
等
印
出
、
分
送

　
　
　
　
平
安
・
威
鏡
道
何
如
、
伝
日
、
可
、

（
2
0
）
　
『
中
宗
実
録
』
巻
六
一
、
二
十
三
年
四
月
戊
申
（
七
日
）
条
。

　
　
　
　
兵
曹
旗
日
、
陣
書
・
兵
将
説
・
兵
政
等
書
、
印
出
年
久
、
散
失
殆
尽
、
人
家
私
蔵
、
亦
為
稀
少
、
武
臣
錐
有
欲
学
者
、
不
得
見
之
、
且
於
諸
将

　
　
　
　
取
才
試
当
時
、
毎
患
冊
数
不
足
、
右
三
書
一
冊
、
皆
不
過
数
十
余
張
、
請
多
華
言
広
布
何
如
、
麗
日
、
依
啓
下
、

（
2
1
）
　
『
宣
祖
実
録
』
巻
六
四
、
二
十
八
年
六
月
甲
寅
（
十
三
日
）
条
。

　
　
　
　
備
忘
記
日
、
習
陣
節
次
、
一
依
天
朝
蝕
法
、
且
以
三
田
陣
書
印
出
、
言
言
訓
錬
都
監
○
極
端
都
監
「
都
提
調
柳
成
竜
・
下
調
李
徳
馨
．
金
膵
．

　
　
　
　
寒
極
］
啓
日
、
都
貰
湯
抄
紀
効
新
書
為
撮
要
一
巻
、
以
便
観
覧
、
又
抄
操
練
変
陣
之
法
為
一
書
、
且
逐
条
図
画
、
懸
魚
一
見
、
然
又
別
図
各
様

　
　
　
　
器
械
、
而
詳
解
行
折
、
未
得
速
完
、
令
承
上
演
、
論
告
着
古
謡
成
之
意
、
玉
響
、
上
日
、
然
則
甚
好
、

（
2
2
）
　
『
宣
祖
実
録
』
巻
↓
四
二
、
三
十
四
年
十
月
癸
未
（
十
九
日
）
条
。

　
　
　
　
辰
初
、
上
御
別
殿
、
講
周
易
、
（
中
略
）
講
畢
、
（
中
略
）
徐
二
日
、
乱
雲
、
小
臣
連
為
外
任
見
之
、
兵
民
弊
痩
可
啓
者
多
、
頃
日
、
為
軍
興
急

　
　
　
　
於
一
時
之
用
、
奉
使
温
州
、
多
所
建
白
、
捧
承
伝
行
之
、
法
外
好
事
甚
多
、
官
吏
莫
適
所
従
、
祖
宗
設
立
之
規
、
尽
皆
廃
弛
、
乱
後
萄
且
之
政
、

　
　
　
　
価
遠
忌
廃
、
且
各
邑
大
典
、
尽
皆
遺
失
、
故
至
於
争
訟
之
間
詰
ド
之
儀
、
亦
皆
不
知
、
極
為
萄
簡
、
臣
自
為
外
官
、
観
大
典
、
祖
宗
朝
法
制
、

　
　
　
　
繊
悉
備
具
、
尊
墨
刊
行
大
典
、
広
為
頒
布
、
如
乱
後
捧
承
伝
虫
類
、
則
別
為
団
抄
、
使
知
法
制
宰
鼠
講
裁
、
可
行
者
、
経
両
司
申
定
、
然
後
別

　
　
　
　
為
二
軍
刊
行
、
其
余
井
皆
革
罷
可
也
、
命
元
日
、
徐
浩
之
言
、
思
為
要
目
、
祖
宗
朝
成
憲
、
更
為
刊
行
頒
布
可
也
、
且
陣
書
亦
無
存
処
、
訓
錬

　
　
　
　
都
監
、
則
為
紀
効
新
書
之
規
、
祖
宗
朝
言
書
、
亦
不
可
廃
、
亦
似
当
為
刊
行
、

（
2
3
）
　
藤
本
幸
夫
、
前
掲
「
日
本
現
存
内
賜
本
に
つ
い
て
」
。

（
2
4
）
　
刈
田
大
学
校
図
書
館
編
『
奄
山
寺
図
書
韓
国
本
綜
合
目
録
』
（
円
鞘
大
学
校
出
版
部
、
刈
音
、
一
九
八
一
．
一
年
間
；
．
六
二
頁
。
延
世
大
学
校
中
央

　
　
図
書
館
編
『
此
世
大
学
校
中
央
図
書
館
古
書
目
録
』
（
同
館
、
三
四
、
一
九
七
七
年
目
一
〇
〇
頁
。
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
編
『
高
麗
大
学
校
中

　
　
央
図
書
館
晩
松
金
完
嬰
文
庫
目
録
』
（
高
麗
大
学
校
出
版
部
、
刈
苦
、
一
九
七
九
年
）
四
品
詞
。

（
2
5
）
　
刈
暑
大
学
校
図
書
館
編
、
前
掲
書
、
一
三
六
．
一
頁
。

（
2
6
）
　
家
世
大
学
校
中
央
図
書
館
編
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
本
書
は
「
四
周
単
辺
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
同
書
一
〇
〇
頁
。

対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
五



対
馬
宗
家
文
庫
所
在
内
賜
本
『
陣
法
』
に
つ
い
て

一
六

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
編
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

註
（
1
8
）
参
照
。

刊
記
の
原
文
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
嘉
靖
甲
子
、
曾
開
礼
部
品
篇
、
隆
慶
戊
辰
、
更
刊
詩
伝
大
全
、
永
作
儒
林
之
宝
、
今
者
又
零
話
法
之
用
於
辺
鄙
為
重
、
吏
鳩
工
徒
、
勤
鋳
陣
書

　
蟹
江
葛
鰹
侯
書
、
使
介
冑
之
士
、
有
所
考
閲
、
僧
都
志
、
可
謂
勤
且
嘉
芙
、
始
於
辛
素
秋
、
詑
予
孟
冬
、
薙
智
嚢
之
、
以
示
後
来
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
亨
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
手
　
　
宝
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
主
山
人
　
　
信
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
訓
大
夫
行
威
従
県
監
　
張
凌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
訓
大
夫
行
碧
滝
郡
守
　
李
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
善
大
夫
平
安
道
節
度
使
　
李
俊
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
善
大
夫
平
安
道
観
察
使
　
ヂ
毅
中

　
皇
明
隆
慶
六
年
歳
在
壬
申
四
月
　
日
開
板

刈
苦
大
学
校
図
書
館
編
、
前
掲
書
、
一
三
六
二
頁
。

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
編
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

藤
本
幸
夫
、
前
掲
「
宗
家
文
庫
蔵
朝
鮮
本
に
つ
い
て
」
二
一
。
一
．
～
二
．
．
．
頁
。


